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目的と研究計画

short GRB (重力波源候補天体) の即時分光
データを取得天体までの距離などの解明

研究計画

•光ファイバーを用いた
面分光ユニットを開発

•既存の分光器KOOLS

に面分光ユニットを組
み込む

• 188 cm望遠鏡、3.8 m
望遠鏡で観測

(大阪市立大学ホームページ
より)



面分光とは？
光ファイバーを用いた例

2次元ファイバーアレイ
(+マイクロレンズアレイ)

1次元ファイバーアレイ
(+ マイクロレンズアレイ)

像分割

分光器へ
望遠鏡
からの光

焦点面



ファイバーバンドル

2次元アレイ
(望遠鏡側)

1次元アレイ
(KOOLS側)

ファイバーの長さ：24 m
透過率： 80% (表面反射込)
Filling factor： 58%



ファイバーバンドル設置

可視光

分光装置
KOOLS

HIDES-F

焦点面
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ファイバー
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(ファイバー

バンドルと
KOOLSは、実

際は望遠鏡
構造物の後
ろにある)



ファイバーバンドル設置 (KOOLS側)

ファイバー
バンドル

KOOLS



ドームフラット (グリズム: No.2)



観測データ (標準星、ほぼ生データ)



星のスペクトル

• HD15318
• V = 4.28 

mag
• B9III

CCD
欠損

CCD
欠損





波長6400 Å
での画像Ha

2次光



広がった天体(銀河)の観測例

SDSSによる3色
合成画像

• 上図: KOOLS-IFU
による連続光
画像 (5700 Å)

• 下図: [OIII] l 

5007輝線画像
• どちらもlogscale

• 左端が銀河中心

• 輝線領域は銀河
中心部に集中し
ている

銀河
中心



性能まとめ ほぼ設計値通り

グリズム No. 2 No. 5 VPH495

ファイバー本数 127本

1ファイバーの視野 1.87’’ ± 0.04’’ (直径)

ファイバー間角距離 2.34’’ ± 0.05’’

全ファイバーでの
視野

30.4’’ ± 0.65’’ (直径)

面分光ユニットのみ
のスループット

59—82% (設計値は78%)

トータルスループット
(詳細は下記)

5.9% 3.8% 5.4%

観測可能波長 5020—8830 Å 4030—7310 Å 4160—6000 Å

波長分解能 (l/Dl) 600—850 350—600 1000—1300

スループット詳細: 地球大気からCCDまで全て含む。ファイバー相対
透過率が平均 (83.5%)の1ファイバーに天体光が全て入った場合。



予想S/N
※観測波長 6400 Å、グリズム No.2、波長2 pixels (= 7.6 Å)
足し合わせ、seeing = 1”、1ファイバーの中心に星の重心が
入った場合 (天体fluxの90%が入る)
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OAO共同利用観測公募 (2015年後期)



まとめ

• short GRBの可視光スペクトルを取得するための、
可視光面分光装置KOOLS-IFUを開発した

• 2014年10月と12月に、188 cm望遠鏡でKOOLS-
IFUの試験観測を行った

• 面分光ユニットの光学的性能(視野、スループッ
トなど)はほぼ予想通りであった

• 2015年後期から、KOOLS-IFU + 188 cm望遠鏡で
共同利用観測を行うことが可能に

• ToO観測については、議論の時間で


